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浸透流解析における孔井間レーダに基づくフィールドスケールパラメタリゼーショ
ン　-不飽和帯涵養機構・物質移動解明のためにー

Field scale parametarizaton for vadose zone dynamics using cross borehole radar data
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比抵抗法や地中レーダ等の物理探査手法のモニタリングによるタイムラプス計測によって、地盤中の水物質移動や熱
移動の解明を行う研究が精力的になされてきた。近年ではその結果を元に、透水係数や熱伝導係数等のパラメータを逆解
析によって推定する試みも見られるが、その多くはパラメータを均一と仮定したものである。本報では孔井間地中レーダ
によって得られた地盤の不飽和帯における水移動データに対し、不飽和浸透流解析とその逆解析を適用することによっ
て不均一性も考慮にいれたパラメタリゼーションを行った。パラメタリゼーションの対象は、水分特性曲線および不飽
和透水特性である。この結果を元に浸透流解析のフォワードモデリングを行い、不飽和帯における準３次元的な水移動
現象を再現した。
　その結果、不飽和帯浸透流において不均一性は本質的な影響を与えることを明らかにし、物理探査手法に基づく原

位置モニタリング手法の必要性を確認した。


